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●組織のカベを越えた防災情報の流通を担う情報共有基盤
◼ 第一の特徴：防災情報の仲介型運用機能

SIP4Dが、提供側と利活用側双方のシステム間で仲介役を果たすことにより、情報を取得するための開発費や組織間
の調整コストを大幅に削減でき、容易に情報共有を実現

◼ 第二の特徴：標準的な災害情報プロダクツ(SDIP)の提供

災害対応に必要とされる多種多様な情報を標準的な形式に統合して、災害対応の現場ですぐに使える情報プロダクツ
として提供

2014

2015

2016

2017

2018

SIP4D開発開始

初の災害対応

現地災対を支援

⚫災害現場重視の開発体制へ
⚫災害対応における必須情報の把握

⚫情報の集約/統合/提供の重要性・

有用性を災害現場で実証
⚫災害対応機関へ共通状況図を提供
⚫SIP4Dプロトタイプの投入

⚫災害時保健医療活動支援システム、
ため池防災支援システムと連携

実動機関を支援

熊本地震

自治体（SIP⑤）
配信技術（SIP⑥）

津波予測（SIP①）
豪雨・竜巻予測（SIP②）
被害推定情報（SIP⑤）
状況把握情報（SIP⑤）
等のﾘｱﾙﾀｲﾑ共有

共有情報に基づく
意思決定・情報伝
達等の利活用や、
新たなアプリ開発

観測・予測・被害推定情報
をトリガに、ため池決壊予
測・氾濫域推定し、対応状
況とともに共有

情報構築
（SIP①～⑤）

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ戦略に則った
各種取り組みとの情報共有
（G空間ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ等）

地域災害対応ｱﾌﾟﾘ（SIP⑦）SIP外部の取り組み

入出力自動変換

保健医療支援

ため池災害対応

災害時保健医療活
動支援システム等

被害推定情報等をもとに、
災害派遣医療チームの
派遣を判断し、現地で得
た情報とともに共有

下流氾濫域の推定

DMATの
派遣判断被害推定情報

情報なしの場合

被害推定情報に
基づくｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

ため池決壊予測

ため池防災
支援ｼｽﾃﾑ等

全国ため池
データベース

地震観測・豪雨予測情報
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ﾘｱﾙﾀｲﾑﾃﾞｰﾀの
ｽﾄｯｸ･ﾌﾛｰ管理

 

各組織で運用する災害関連情報
システムとの情報共有（そのため
の共通様式を提案）

各府省庁・関連機関 情報共有に基づく利活用技術

加工例：共通状況図

各組織から集約されるデータ
の統合処理（ﾃﾞｰﾀﾌｭｰｼﾞｮﾝ）
による新しい情報の作成

多種多様な情報の
関係性を知識ﾍﾞｰｽ化
した論理統合化技術

府省庁連携防災情報共有システム

防災・減災機能の強化のための情報統合加工技術と
情報の入出力を共通化した中核的システム 地震時の決壊予測

他機関からの情報の活用

1

下流域の被害予測 自主防災対策支援

ため池管理者によ
る自主防災

避難勧告等

土石流情報

豪雨情報

平常時 災害直後

河川・道路情報

地震情報

基礎情報・被災情報 ため池データベース（11万件）

ため池決壊時の下流被害予測

土石流

道路

ため池
決壊

河川氾濫

避難所

学校 ため池

病院

ため池被害情報状況図

ワークショップによる事前防災
連鎖決壊予測

ため池情報の収集・管理

事前（平常時）におけるため池の基礎情報（11万件）、
災害時の被災情報を収集・管理・蓄積するため池
データベースシステムを開発する

災害時、ため池管理者等に、貯水位管理（水
位低下）などの自主防災を行うための支援
情報を提供する

地震時にはリアルタイム地震情報を

用いて、ため池堤体の沈下量を算
定し、即座に決壊の有無を判定する。

ため池が決壊した場合の下流域の被害域を予測するシステムを開

発する。複数のため池の連鎖決壊や土石流の流入による決壊を予
測するシステムを開発する。

府省庁連携防災情報共有システムを通して、気象庁
からの豪雨情報、SIP5のリアルタイム地震情報、他

府省庁の防災情報を受け取るシステムを開発する

ため池防災担当機関へ
の情報提供

農林水産省、ため池防災担当機関にリア
ルタイムに情報を提供。避難対策や排水
対策などの防災対策を支援する。

農林水産省
ため池防災担当機関

豪雨時の決壊予測
豪雨時には、リアルタイム気象情報
を用いて、未来の貯水位と安全率を
算定して、決壊の有無と時刻を予測
する。

平常時 災害直後

他機関への情報提供

決壊予測
下流被害予測
自主防災支援

府省庁連携防災情報共有システムを通
して他府省庁・自治体に、ため池の災害
情報を提供するシステムを開発する。

ため池防災
支援システム

他府省庁
自治体

地震情報
豪雨情報
基礎情報
被災情報
他機関情報

ため池防災支援システム（農林水産省で利活用）
府省庁連携防災
情報共有システム

府省庁連携防災
情報共有システム

ため池防災
支援システム

通行止め＋渋滞

大和橋に参集したDMAT

消防による救助活動

水海道さくら病院

きぬ医師会病院

大和橋

前川製作所

水海道大橋

西南医療センター
（活動拠点本部）

石下総合
運動公園

つくばメディカルセンター
（活動拠点本部）

自衛隊による搬出
医療調整会議

ヘリ運行情報の共有
救助活動情報の共有

通行可否・混雑・規制
情報の即時取得

リアルタイムでの浸水範囲
情報の取得

リアルタイムでの浸水範囲
情報の取得

救助活動情報の共有

通信インフラの復旧
状況の取得

水海道大橋に参集したDMAT

⚫消防・警察・自衛隊・海上保安庁

の活動状況を集約、SIP4Dにより
統合し、共通状況図を提供して捜
索活動に活用

⚫災害時の情報共有システムとして
認知度アップ

ロジスティックス機能

保健医療情報活用の効率化

被災者情報の共有化

他省庁との情報共有

マッチング機能リアルタイム医療需要推計

被害予測情報 医療需要の推計

災害時保健医療活動支援システム

保健医療活動支援情報の共通状況図

厚労省で情報管理・対策支援・施策

土石流情報豪雨情報

平
常
時

災
害
直
後

災害
発生中

災害
発生中

河川・道路情報地震情報
重症患者
発生予測

情報共有

災害
発生中

府省庁連携防災
情報共有システム

受傷者数
に応じた

DMAT派遣

重症患者の特性

挫滅症候群

搬送先病院の決定

EMISとの連携	 

熱傷

時間

重
症
度 早期搬送

搬送遅延

実情報による補正

支援先の変更・追加支援先を予測

一次搬送先病院

DMAT派遣先の選定

搬送経路の選択

二次搬送先病院

DMATの移動支援

重症患者搬送支援

震度情報に基づき、250mメッシュで発生が見込

まれる重症患者数、避難者を推計することで、地
域毎に必要とされるDMATをはじめとする保健医

療支援の最適化を図るとともに、実情報による補
正機能を開発する。

大規模災害に伴う挫滅症候群、熱傷患者は受傷
後、速やかな治療が必要となる。症状を登録する
ことで対応可能な医療機関の検索を行う。

リアルタイム医療需要推計により、重症患者が
集中する医療機関を予測し、DMATの最適な配
置を表示する機能を開発する。

マッチング機能との併用により、搬送が必要な
重症患者について最短での移送可能な搬送経
路を検索し、ナビゲートする機能を開発する。

Pub/Subモデルを用いた情報交換技術を用いる
ことで、DMATをはじめ保健医療支援に関わる各

ステークホルダーの役割に応じた迅速な情報提
供を可能とする技術を開発する。

EMIS、H-CRISIS、DHMISS等の厚生労働省

における保健医療情報システム間のデータ標
準化を行う。

府省庁連携防災情報共有システムを通して、
気象庁からの豪雨情報、SIP5のリアルタイム
地震情報、他省庁の防災情報を受け取るシス
テムを開発する。

九州北部豪雨

ISUTの試行開始
⚫内閣府による災害時情報集約支援

チーム（ISUT）の試行として初め
ての災害出動

⚫SIP4Dを活用したISUT情報共有

サイトを大阪府災害対策本部、
DMAT調整本部等の各機関へ提供

2019 SIP4D継続開発

企業
コンソーシアム

DiMAPS
気象業務支援
センター

だいち防災
WEB

G空間情報
センター

MOWLAS J-RISQ 実効雨量 MP-PAWR

内閣府防災
総防システム

災害時
保健医療活動
支援システム

ため池防災
支援システム

省庁災害情報
システム

都道府県
防災情報
システム

指定公共機関
防災情報
システム

NIED-Data Lake

防災情報サービスプラットフォーム

Information Pipeline

基礎自治体
防災情報
システム

民間企業
防災情報
システム

⚫広島、岡山、愛媛各県災害対策本

部の3拠点における広域支援を初め
て実施、県境を越えた情報共有を
実現（ISUTは広島へ出動）

⚫道路通行規制情報、避難所情報等
の一部の情報について、県の情報
システムとSIP4Dを連接したデー

タ共有を初めて実施

⚫ISUTの災害対策本部における位置

付けの強化
⚫災害情報プロダクツをカタログ化
し、オンデマンドによる情報支援

だけでなく、プッシュ型情報支援
を実施

⚫ISUT情報共有サイトの周知が進み、

発災直後から利用する機関が増加

大阪北部地震

西日本豪雨

胆振東部地震

⚫日本初の基盤的防災情報流通ネッ
トワークを目指して開発開始

⚫厚生労働省・農林水産省と連携開始

⚫防災科研によるSIP4Dの継続開発

を開始

水道管につなげば、

どの浄水場から来る水かを意識することなく

品質が統一された水を必要なだけ使えるように、

すべての災害対応の現場に

標準化された防災情報を流通させる

「情報パイプライン」

それがSIP4Dです。

常総市水害

社会防災研究領域 総合防災情報センター
Shared Information Platform

for
Disaster Management



2019 ISUT本格運用
⚫4月よりISUTが本格運用を開始

(5月には防災基本計画に記載)
⚫SIP4Dと地方公共団体,指定公共機関
の防災情報システムとの連接を推進

6月下旬大雨 ⚫鹿児島県庁へISUT本格運用後初の

派遣(7/3~7/5)

8月下旬大雨 ⚫佐賀県庁へISUT派遣(8/28~9/4)

⚫実効雨量とSNS情報の解析による
災害動態観測の検証を実施

台風15号

台風19号

⚫千葉県庁へISUT派遣(9/10~10/4)

⚫電力喪失による断水,通信途絶の状
況把握に貢献

⚫行政,自衛隊,電力・通信企業による

官民協働の倒木除去作業を支援す
るため,倒木情報登録統一フォーム
を提案・運用,および共通状況図を

提供

⚫宮城,福島,栃木,茨城,埼玉,長野各県

庁へISUT派遣(10/13~11/15)
⚫広域災害における複数活動拠点間の
状況認識の統一を実現

⚫衛星データの解析情報を活用
⚫ボランティアから自衛隊までが協働す
る災害廃棄物対策「OneNAGANO」

に貢献(長野県)

山形県沖地震 ⚫地震発生直後にNIED-CRS,ISUT-

SITEを即時開設（ISUTの出動なし）

Shared Information Platform
for

Disaster Management

2020 防災行政への貢献
⚫災 害 時 情 報 集 約 支 援 チ ー ム
（ISUT）としての支援活動が定着
⚫発災直後より内閣府と連携、熊
本・鹿児島両県庁へ職員を派遣
⚫SIP4Dを活用したISUT情報共有サ
イト（ISUT-SITE）・防災クロス
ビュー（bosaiXview）により災害
情報をWeb発信
⚫現地災対本部や関係省庁連絡会議
における共通状況図としての活用
⚫災害対応機関による利活用が進む
⚫孤立集落解消に向け各機関の情報
を統合した共通状況図を提供し対策
に活用
⚫2021年3月福島県沖地震では福島
県超へ派遣

2021 防災基本計画記載

7月豪雨

福島県沖地震

⚫令和3年5月の防災基本計画の改正
において情報共有の仕組みとして
SIP4Dが記載
⚫熱海市土砂災害では静岡県・熱海
市にISUTとして現地派遣
⚫災害発生前後の動態情報の切り出
し表示を本災害で初めて実施
⚫SIP4Dの情報から作成した状況図
が大臣視察・副知事会見等の資料
として利用
⚫8月の大雨災害では佐賀県にISUT
として派遣

撮影：内閣府

撮影：内閣府
熱海市土砂災害

8月豪雨

SIP4D災害対応クロニクル
社会防災研究領域 総合防災情報センター



2022 初動対応の迅速化
⚫3月16日午後11時36分、福島県沖
を震源とする地震発生、福島県と
宮城県で震度6強を観測
⚫3月17日午前0時3分、防災クロス
ビューの開設完了（地震を検知し
て自動的にサイトを構築）
⚫SIP4D-DDSにより生成される避
難情報発令支援情報を内閣府、国
土交通省等へ試験提供開始
⚫衛星ワンストップシステムにより
被災リスク情報の推定、事前の衛
星観測トリガリングなどを実施し
発災に先んじた情報プロダクツの
生成・配信を実施

Shared Information Platform
for

Disaster Management

2023 状況把握の高度化

2024 能登半島地震対応

R5能登半島地震

福島県沖地震

2025
防災DXにおける

産官学民連携の共創基盤を目指して

たゆまぬ研究開発を続けています

R6能登半島地震

7月豪雨

台風13号

⚫5月5日午後2時42分、石川県能登
地方を震源とするM6.5の地震発生
⚫梅雨前線に伴う特別警報クラスの
大雨、台風などによる水害が頻発
⚫多様なセンサーを活用し迅速に状
況を把握する技術の高度化に着手

⚫1月1日午後4時10分、石川県能登
地方を震源とするM7.2の地震発生
▶16:12

◼ 情報統合版オンライン参集
◼ 防災クロスビュー、ISUT-SITEの
構築開始

▶16:49
◼ ISUT派遣決定

▶18:41
◼ ISUT-SITE公開

▶23:35
◼ ISUT石川県庁到着,現地対応開始

▶1/2～1/31
◼ ISUT現地支援活動実施

▶2/1～
◼ ISUT遠隔支援移行（防災科研）

SIP4D社会実装

⚫梅雨前線に伴う特別警報クラスの
大雨、台風などによる水害が頻発
⚫小型衛星、家電IOT、ドローンな
ど、多様なセンサーを活用し迅速
に状況を把握する技術を実証
⚫自衛隊、消防、警察等の組織を越
えた実動機関間の情報共有技術を
実証
⚫民間企業を中心とする団体（防災
DX官民共創協議会）によるプロボ
ノ支援活動との連携を実施

⚫SIP4Dの情報共有技術を取り入れた内閣府新総合防災情報システムが運用開始
⚫公的機関との連接を新総合防災情報システムへ順次移行
⚫SIP4Dは防災技術の研究開発用プラットフォームとして防災科研が運用を継続

消防

警察

自衛隊

防災科研

FIRE Dept.

POLICE

JSDF

NIED

©防災DX官民共創協議会

内閣府「防災分野のデータプラットフォーム整備 にむけた調査検討業務」資料より抜粋

SIP4D災害対応クロニクル
社会防災研究領域 総合防災情報センター

年表製作：花島誠人

能登半島豪雨災害

2026
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